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縦
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オ
テ
ク
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住
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京
都
墨
田
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押
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一
丁
目
一
番
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号
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代
表
者
の
氏
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代
表
取
締
役　

𠮷
川　

俊
二
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汚
染
土
壌
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

塩
竈
市
港
町
一
丁
目
八
番

三　

新
設
又
は
変
更
の
別
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鉛
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縦
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環
境
対
策
課
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仙
台
保
健
福
祉
事
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釜
保
健
所
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縦
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成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
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ら
平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
ま
で
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午
前
八
時
三
十
分
か
ら
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五
時
十
五
分
ま
で
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意
見
書
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提
出
期
限
等

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日

　

２　

提
出
場
所　

環
境
対
策
課
及
び
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

３ 　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
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生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
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提
出
者
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氏
名
及
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住
所
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法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
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主
た
る
事
務
所
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所
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地
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代
表
者
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氏
名
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び
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対
象
施
設
の
名
称
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語
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よ

り
記
載
す
る
こ
と
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〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
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所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
二
〇
〇
〇
五
九

第
二
ひ
た
か
み
園

石
巻
市
蛇
田
字
小
斉
三

十
二
番
二

生
活
介
護

社
会
福
祉
法
人

石
巻
祥
心
会

平
成
二
十
八
年

四
月
一
日

〇
四
一
〇
二
〇
〇
五
七
〇

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
つ
く
し

石
巻
市
鹿
又
字
扇
平
一

生
活
介
護

社
会
福
祉
法
人

石
巻
祥
心
会

平
成
二
十
八
年

三
月
二
十
五
日

四
〇－

三

〇
四
一
〇
五
〇
〇
〇
七
八

夢
の
森

気
仙
沼
市
赤
岩
大
滝
二

番
地
一

生
活
介
護

社
会
福
祉
法
人

洗
心
会

平
成
二
十
八
年

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
一
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
宮
城
県
告
示
第
百
八
十

二
号
（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
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知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海
岸
の
名
称

指　
　
　
　

定　
　
　
　

区　
　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南

沿
岸

長
面
漁

港
海
岸

長
面
地

区
海
岸
　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
ユ
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
イ
点
と
ユ
点
を

結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点 　

石
巻
市
長
面
字
三
本
倉
一
番
地
一
地
先
金
属
標
（
北
緯
三
八
度
三

三
分
〇
五
・
二
〇
五
九
秒
東
経
一
四
一
度
二
七
分
二
二
・
九
九
四
九

秒
）

イ 

点 　

基
点
Ａ
点
か
ら
一
九
九
度
三
〇
分
一
一
秒
一
四
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
点

ロ
点　

イ
点
か
ら
二
五
度
二
八
分
五
八
秒
三
一
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
点　

ロ
点
か
ら
六
八
度
一
五
分
〇
五
秒
一
一
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
点　

ハ
点
か
ら
五
三
度
三
二
分
四
二
秒
一
三
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
点　

ニ
点
か
ら
三
一
五
度
〇
四
分
五
一
秒
八
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
点　

ホ
点
か
ら
四
度
五
一
分
四
二
秒
四
九
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
点　

ヘ
点
か
ら
三
三
度
五
九
分
五
五
秒
一
一
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ 

点　

ト
点
か
ら
三
三
九
度
一
五
分
四
二
秒
一
一
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
点　

チ
点
か
ら
三
〇
八
度
一
六
分
五
九
秒
七
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ 

点　

リ
点
か
ら
二
八
〇
度
五
五
分
〇
九
秒
一
一
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
点　

ヌ
点
か
ら
三
〇
八
度
四
〇
分
〇
七
秒
九
九
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ 

点　

ル
点
か
ら
三
四
四
度
二
五
分
二
六
秒
四
一
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ワ
点　

ヲ
点
か
ら
七
度
二
八
分
〇
四
秒
一
二
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

カ
点　

ワ
点
か
ら
三
二
度
二
四
分
四
六
秒
一
七
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヨ
点　

カ
点
か
ら
四
四
度
四
二
分
三
二
秒
二
三
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

タ
点　

ヨ
点
か
ら
五
四
度
四
五
分
一
〇
秒
二
〇
・
八
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

レ
点　

タ
点
か
ら
六
四
度
四
四
分
四
五
秒
九
八
・
九
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ソ
点　

レ
点
か
ら
七
八
度
四
三
分
三
七
秒
二
五
・
二
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ツ
点　

ソ
点
か
ら
八
八
度
四
三
分
四
六
秒
二
二
・
二
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ネ
点　

ツ
点
か
ら
九
九
度
五
七
分
五
二
秒
二
三
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ナ
点　

ネ
点
か
ら
七
五
度
二
六
分
三
八
秒
二
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ラ
点　

ナ
点
か
ら
二
六
度
三
三
分
三
六
秒
三
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ム
点　

ラ
点
か
ら
三
三
四
度
四
〇
分
〇
七
秒
一
三
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ウ
点　

ム
点
か
ら
六
四
度
四
四
分
五
六
秒
九
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヰ
点　

ウ
点
か
ら
一
四
八
度
三
三
分
三
二
秒
一
二
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ノ
点　

ヰ
点
か
ら
八
六
度
一
六
分
四
一
秒
六
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

オ
点　

ノ
点
か
ら
一
八
一
度
〇
五
分
二
〇
秒
一
三
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ク
点　

オ
点
か
ら
二
四
三
度
〇
五
分
三
六
秒
一
八
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヤ
点　

ク
点
か
ら
二
七
八
度
三
二
分
〇
八
秒
三
三
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

マ 

点　

ヤ
点
か
ら
二
一
一
度
四
四
分
五
七
秒
一
四
九
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ケ
点　

マ
点
か
ら
一
九
〇
度
三
三
分
二
八
秒
一
八
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
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フ
点　

ケ
点
か
ら
一
六
五
度
〇
一
分
〇
〇
秒
二
六
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

コ
点　

フ
点
か
ら
一
五
二
度
四
三
分
二
七
秒
八
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

エ
点　

コ
点
か
ら
一
一
七
度
三
四
分
五
七
秒
四
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

テ
点　

エ
点
か
ら
八
五
度
五
九
分
四
九
秒
一
六
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ア
点　

テ
点
か
ら
一
六
一
度
三
四
分
三
一
秒
三
一
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

サ
点　

ア
点
か
ら
一
九
一
度
三
九
分
一
七
秒
二
〇
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

キ
点　

サ
点
か
ら
二
三
六
度
一
四
分
五
〇
秒
二
八
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ユ
点　

キ
点
か
ら
二
〇
七
度
二
五
分
二
九
秒
二
五
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
二
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海
岸
の
名
称

指　
　
　
　

定　
　
　
　

区　
　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南

沿
岸

長
面
漁

港
海
岸

尾
崎
地

区
海
岸
　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
ム
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
イ
点
と
ム
点
を

結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点 　

石
巻
市
長
面
字
三
本
倉
一
番
地
一
地
先
金
属
標
（
北
緯
三
八
度
三

三
分
〇
五
・
二
〇
五
九
秒
東
経
一
四
一
度
二
七
分
二
二
・
九
九
四
九

秒
）

イ
点 　

基
点
Ａ
点
か
ら
八
九
度
二
一
分
一
四
秒
一
〇
三
四
・
一
一
メ
ー
ト
ル
の

地
点

ロ
点　

イ
点
か
ら
三
一
三
度
三
四
分
一
三
秒
二
二
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
点 　

ロ
点
か
ら
三
三
三
度
一
四
分
一
五
秒
一
三
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
点　

ハ
点
か
ら
三
二
七
度
二
七
分
一
九
秒
二
〇
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
点　

ニ
点
か
ら
三
〇
〇
度
四
二
分
二
三
秒
三
八
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
点　

ホ
点
か
ら
三
三
一
度
二
九
分
〇
〇
秒
七
一
・
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
点　

ヘ
点
か
ら
三
四
八
度
〇
八
分
五
三
秒
一
五
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ
点　

ト
点
か
ら
三
一
八
度
五
七
分
一
八
秒
九
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
点　

チ
点
か
ら
三
一
五
度
四
六
分
二
二
秒
一
二
九
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ
点　

リ
点
か
ら
〇
度
五
七
分
〇
一
秒
七
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
点　

ヌ
点
か
ら
二
四
度
五
九
分
〇
四
秒
一
〇
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ
点　

ル
点
か
ら
七
二
度
五
五
分
四
二
秒
一
二
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ワ
点　

ヲ
点
か
ら
一
八
三
度
二
一
分
三
八
秒
四
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

カ
点　

ワ
点
か
ら
二
五
二
度
五
九
分
一
七
秒
九
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヨ
点　

カ
点
か
ら
二
〇
四
度
〇
七
分
三
〇
秒
八
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

タ
点　

ヨ
点
か
ら
一
八
〇
度
五
七
分
四
九
秒
五
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

レ
点　

タ
点
か
ら
一
二
七
度
二
七
分
二
九
秒
一
一
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ソ
点　

レ
点
か
ら
一
四
一
度
一
三
分
四
八
秒
一
〇
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ツ
点　

ソ
点
か
ら
一
六
四
度
五
二
分
一
六
秒
一
六
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ネ
点　

ツ
点
か
ら
一
二
〇
度
四
七
分
五
二
秒
四
三
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ナ
点　

ネ
点
か
ら
一
四
六
度
四
五
分
四
五
秒
二
三
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ラ
点　

ナ
点
か
ら
一
五
五
度
一
〇
分
一
〇
秒
一
二
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ム
点　

ラ
点
か
ら
一
三
三
度
一
五
分
〇
七
秒
二
二
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
三
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
港
区
域
に
接
す
る
海
岸
保
全
区
域

の
う
ち
漁
港
管
理
者
の
長
で
あ
る
石
巻
市
長
が
管
理
を
行
う
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海
岸
の
名
称

指　
　
　
　

定　
　
　
　

区　
　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南

沿
岸

長
面
漁

港
海
岸

長
面
地

区
海
岸
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
一
号
に
よ
り
海
岸
保

全
区
域
と
し
て
指
定
し
た
石
巻
市
長
面
地
区
の
長
面
漁
港
海
岸
保
全
区
域
の
う

ち
長
面
漁
港
区
域
に
接
す
る
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙

台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

閖
上
港
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

名
取
市
閖
上
字
佛
文
寺
二
〇
番
六
地
先
か
ら

同
市
小
塚
原
字
北
中
塚
一
〇
六
番
一
地
先
ま

で

前
Ａ

一
二
・
一
〜

 

一
四
・
二

 

三
〇
一
・
八
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ａ
後　

　

Ｂ

一
二
・
一
〜

 

一
四
・
二

 

三
〇
一
・
八

一
二
・
五
〜

 

一
六
・
九

 

三
二
四
・
六

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
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平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

志
津
川
登
米
線

三　

道
路
の
区
域　変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
塩
入
一
八
二
番

二
〇
地
先
か
ら

同
郡
同
町
志
津
川
字
竹
川
原
三
番
三
地
先
ま

で

　

Ａ
前　

　

Ｂ
　

三
・
五
〜

 

六
・
〇

 

四
五
三
・
九
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

六
・
〇
〜

 

七
・
〇

 

一
九
八
・
五

　

Ａ
後　

　

Ｂ
　

三
・
五
〜

 

六
・
〇

 

四
五
三
・
九

　

六
・
〇
〜

 

六
・
〇

 

四
五
五
・
四

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙

台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

閖
上
港
線

名
取
市
閖
上
字
佛
文
寺
二
〇
番
六
地
先
か
ら

同
市
小
塚
原
字
北
中
塚
一
〇
六
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

 

四
月
三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

志
津
川
登
米

線

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
塩
入
一
八
二
番
二
〇
地
先
か

ら同
郡
同
町
志
津
川
字
竹
川
原
三
番
三
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
仙
台
湾
沿
岸
海
岸
保
全
基
本

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
庁
（
県
政
情
報
セ

ン
タ
ー
）、
東
部
地
方
振
興
事
務
所
（
県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
）
及
び
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
（
県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
）

に
お
い
て
こ
れ
を
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
九
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

鹿
妻
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

 　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
四
号
と

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

　

石
巻
市　
　

湊
字
鹿
妻
山　
　
　

百
六
番
二　
　
　
　

一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
六
番
一　
　
　
　

四
号
及
び
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
番　
　
　
　
　
　

六
号
か
ら
十
号
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
番
二
十　
　
　
　

十
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
番
三　
　
　
　
　

十
四
号

　
　
　
　
　
　

伊
原
津
一
丁
目　
　

四
百
二
十
番　
　
　

二
号
及
び
三
号

　
　
　
　
　
　

鹿
妻
北
一
丁
目　
　

四
百
七
十
二
番　
　

十
一
号
及
び
十
二
号

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
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定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
廃
止
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

鹿
妻
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

 　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
三
号
と

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

　

石
巻
市　
　

湊
字
鹿
妻
山　
　
　

一
番
十
五　
　
　
　

一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
六
番
九　
　
　
　

二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
六
番
一　
　
　
　

三
号
及
び
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
番　
　
　
　
　
　

五
号
か
ら
九
号
ま
で

　
　
　
　
　
　

鹿
妻
北
一
丁
目　
　

四
百
七
十
二
番　
　

十
号
及
び
十
一
号

　
　
　
　
　
　

湊
字
鹿
妻
山　
　
　

一
番
二
十　
　
　
　

十
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
番
三　
　
　
　
　

十
三
号

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

北
塩
内

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
北
塩
内
（
次
の

図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
大
河
原
土
木

事
務
所

船
岡
南
一
丁

目
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
南
一
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

熊
野
沢

土
石
流

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
石
田
、
字
熊
野
沢
、

字
原
（
次
の
図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
仙
台
土
木
事

務
所

下
屋
敷
沢

土
石
流

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
下
屋
敷
（
次
の
図
の

と
お
り
）

幕
ノ
沢

土
石
流

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
明
神
、
字
幕
ノ
沢

（
次
の
図
の
と
お
り
）

持
足
沢
２

土
石
流

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
竹
ノ
内
前
、
字
持
足

（
次
の
図
の
と
お
り
）

堤
下
沢

土
石
流

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
堤
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

彦
右
衛
門
橋

の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
彦
右
衛
門
橋
（
次
の

図
の
と
お
り
）

彦
右
衛
門
橋

の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
彦
右
衛
門
橋
（
次
の

図
の
と
お
り
）

新
堀
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
新
堀
（
次
の
図
の
と

お
り
）

新
堀
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
新
堀
（
次
の
図
の
と

お
り
）

竹
ノ
内
沢
の

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
竹
ノ
内
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

羽
前
場

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
羽
前
場
（
次
の
図
の

と
お
り
）

鍜
冶
屋
敷
の

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
鍜
冶
屋
敷
（
次
の
図

の
と
お
り
）

彦
右
衛
門
橋

の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
彦
右
衛
門
橋
（
次
の

図
の
と
お
り
）

鎌
砥
裏
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
鎌
砥
裏
（
次
の
図
の

と
お
り
）

打
舘

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
打
舘
、
字
大
森
上

（
次
の
図
の
と
お
り
）

下
薬
師

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
下
薬
師
（
次
の
図
の

と
お
り
）

西
股

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
西
股
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
ノ
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
上
ノ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

明
神

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
明
神
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
畑
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
上
畑
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
畑
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
上
畑
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
畑
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
森
字
上
畑
（
次
の
図
の
と

お
り
）
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上
ノ
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
上
ノ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

持
足
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
持
足
（
次
の
図
の
と

お
り
）

持
足
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
持
足
、
字
鍜
冶
屋
敷

（
次
の
図
の
と
お
り
）

竹
ノ
内
沢
の

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
竹
ノ
内
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

石
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
石
田
、
字
原
、
字
熊

野
沢
、
字
五
十
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

高
橋

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
高
橋
、
字
奥
田
東

（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
樋

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
大
樋
、
字
持
足
（
次

の
図
の
と
お
り
）

上
沢
１

土
石
流

大
崎
市
三
本
木
伊
場
野
字
上
ノ
沢
、
字
中
ノ

坊
、
字
舘
崎
（
次
の
図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
北
部
土
木
事

務
所

程
沢
１

土
石
流

大
崎
市
三
本
木
伊
場
野
字
程
沢
、
字
舘
崎

（
次
の
図
の
と
お
り
）

程
沢
２

土
石
流

大
崎
市
三
本
木
伊
場
野
字
祢
宜
沢
、
字
舘

崎
、
字
程
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

稲
荷
沢

土
石
流

大
崎
市
三
本
木
秋
田
字
東
沢
中
、
字
松
長

根
、
字
五
輪
沢
、
字
桟
婦
（
次
の
図
の
と
お

り
）

藤
松
下
沢

土
石
流

大
崎
市
三
本
木
桑
折
字
推
路
山
、
字
七
曲

（
次
の
図
の
と
お
り
）

磯
ヶ
沢

土
石
流

大
崎
市
三
本
木
桑
折
字
藤
松
下
（
次
の
図
の

と
お
り
）

小
塩
の
沢

土
石
流

大
崎
市
田
尻
小
塩
字
大
宮
南
、
字
塩
沢
二

（
次
の
図
の
と
お
り
）

青
崎
の
沢

土
石
流

大
崎
市
田
尻
小
塩
字
渋
取
、
字
青
崎
、
字
障

子
合
二
、
字
障
子
合
一
（
次
の
図
の
と
お
り
）

新
屋
敷
の
６

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
新
屋
敷
（
次
の
図
の
と

お
り
）

湯
元
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
河
原
湯
、
字
湯
元
、
字

上
鳴
子
（
次
の
図
の
と
お
り
）

西
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
三
本
木
字
西
沢（
次
の
図
の
と
お
り
）

山
下

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
長
岡
字
茂
木
（
次
の
図
の
と
お

り
）

権
現
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
荒
谷
字
権
現
山
（
次
の
図
の
と

お
り
）

沼
下
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
三
本
木
桑
折
字
沼
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鹿
野
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
三
本
木
字
鹿
野
沢
、
字
天
王
沢
（
次

の
図
の
と
お
り
）

落
合

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
雨
生
沢
字
皂
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

天
王
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
三
本
木
字
天
王
沢
、
字
鹿
野
沢
（
次

の
図
の
と
お
り
）

祥
雲
寺

土
石
流

石
巻
市
福
地
字
町
（
次
の
図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
東
部
土
木
事

務
所

大
忍
寺
沢

土
石
流

石
巻
市
福
地
字
町
（
次
の
図
の
と
お
り
）

成
田
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
相
野
谷
字
杉
ヶ
崎
、
成
田
字
小
塚
宅

地
（
次
の
図
の
と
お
り
）

成
田
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
相
野
谷
字
旧
会
所
脇
、
成
田
字
小
塚

宅
地
（
次
の
図
の
と
お
り
）

横
川

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
福
地
字
町
（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
森
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
大
森
字
大
平
、
字
内
田
（
次
の
図
の

と
お
り
）

尾
崎
前
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
三
輪
田
字
尾
崎
前
（
次
の
図
の
と
お

り
）

町
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
福
地
字
町
（
次
の
図
の
と
お
り
）

尾
崎
前

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
三
輪
田
字
尾
崎
前
（
次
の
図
の
と
お

り
）

小
塚
裏
畑

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
相
野
谷
字
旧
会
所
脇
、
字
杉
ヶ
崎

（
次
の
図
の
と
お
り
）

町
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
福
地
字
町
頭
（
次
の
図
の
と
お
り
）

町
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
福
地
字
町
、
字
町
頭
（
次
の
図
の
と

お
り
）

塩
手

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
福
地
字
塩
手
、
字
町
（
次
の
図
の
と

お
り
）

寺
内
上
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
寺
内
（
次
の
図
の
と

お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事

務
所

上
町
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
寺
池
字
桜
小
路
、
字
上
町

（
次
の
図
の
と
お
り
）

高
石

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
南
方
町
字
高
石（
次
の
図
の
と
お
り
）



（7）　平成28年３月29日　火曜日 第2745号宮　　城　　県　　公　　報

下
川
内
沢

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
下
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
気
仙
沼
土
木

事
務
所

下
川
内
沢
２

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
下
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

下
川
内
沢
３

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
下
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

下
川
内
沢
４

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
下
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

西
川
内
沢

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
西
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

上
川
内
沢

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
上
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

上
川
内
沢
２

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
上
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

曽
坊
堂
沢
２

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
上
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

中
川
内
沢

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
中
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

松
ヶ
峰
沢

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
松
ヶ
峰
（
次
の
図
の
と
お

り
）

東
川
内
沢

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
東
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

東
川
内
沢
２

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
東
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

東
川
内
沢
３

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
東
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

林
の
沢

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
林
の
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

三
日
町
一
丁

目
の
２－

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
三
日
町
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

三
日
町
一
丁

目
の
２－

３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
三
日
町
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

八
日
町
一
丁

目－

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
八
日
町
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

八
日
町
一
丁

目－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
八
日
町
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

太
田
一
丁
目

の
１－

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
太
田
一
丁
目（
次
の
図
の
と
お
り
）

太
田
一
丁
目

の
１－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
太
田
一
丁
目（
次
の
図
の
と
お
り
）

浜
見
山－

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
浜
見
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）

滝
之
頭

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
本
吉
町
西
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

尾
持
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
本
吉
町
西
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

尾
持
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
本
吉
町
西
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

下
要
害－

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
本
吉
町
下
要
害
（
次
の
図
の
と
お

り
）

下
要
害－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
本
吉
町
下
要
害
（
次
の
図
の
と
お

り
）

下
要
害－

３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
本
吉
町
下
要
害
（
次
の
図
の
と
お

り
）

山
根
城
場－

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
上
の
山
（
次
の

図
の
と
お
り
）

山
根
城
場－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
上
の
山
（
次
の

図
の
と
お
り
）

山
根
城
場－

３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
上
の
山
（
次
の

図
の
と
お
り
）

山
根
城
場－

４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
上
の
山
（
次
の

図
の
と
お
り
）

山
根
城
場－

５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
上
の
山
（
次
の

図
の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

持
足
沢
１

土
石
流

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
竹
ノ
内
前
、
字
持
足

（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所
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上
沢
２

土
石
流

大
崎
市
三
本
木
伊
場
野
字
上
ノ
沢
、
字
舘

崎
、
字
中
ノ
坊
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

二
の
構
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
二
ノ
構
、
字
城
山
（
次
の

図
の
と
お
り
）

原

地
す
べ
り

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
百
目
木
、
字
上
田

中
前
、
字
上
矢
木
、
字
八
幡
原
、
字
中
田
野

（
次
の
図
の
と
お
り
）

横
川
沢

土
石
流

石
巻
市
福
地
字
町
頭
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

山
畑
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
小
船
越
字
山
畑（
次
の
図
の
と
お
り
）

旧
会
所
脇

急
傾
斜
地

の
崩
壊

石
巻
市
相
野
谷
字
旧
会
所
脇
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
川
内
沢
３

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
上
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
気
仙
沼
土
木
事
務
所

上
川
内
沢
４

土
石
流

気
仙
沼
市
本
吉
町
上
川
内
（
次
の
図
の
と
お

り
）

三
日
町
一
丁

目
の
２－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
三
日
町
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

浜
見
山－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

気
仙
沼
市
浜
見
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号

　

松
島
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

松
島
町
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

塩
竈
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

港
町
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

山
元
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

山
元
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

新
坂
元
駅
周
辺
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間
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平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　

 　

都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
二
日
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号
）
の
事
業
地
の
う
ち
、

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
町
東
地
内
に
お
い
て
事
業
地
の
一
部
を
変
更
す
る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　

 　

都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
二
日
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号
）
の
事
業
地
の
う
ち
、

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
町
東
及
び
、
字
荒
井
、
字
道
合
、
字
大
谷
地
地
内
に
お
い
て
事
業
地
の
一
部
を
変

更
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

山
元
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

山
元
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

新
山
下
駅
周
辺
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

女
川
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

女
川
浜
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
公
園
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

六
・
五
・
二
号　

石
巻
市
総
合
運
動
公
園

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六

日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。
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四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
石
巻
市
南
堺
字
外
谷
、
字
大
樋
、
字
新
小
堤
、
字
大
埣
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

仙
台
市
阿
武
隈
川
下
流
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
、「
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
九
日

か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

仙
台
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
三
十
三
年
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
三
十
三
年
二
月
四
日
か
ら
平

成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　

 　

昭
和
三
十
三
年
建
設
省
告
示
第
百
五
十
五
号
、
昭
和
四
十
一
年
建
設
省
告
示
第
四
千
九
十
三
号
、
昭
和
四
十
二

年
建
設
省
告
示
第
九
百
六
十
一
号
、
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
告
示
第
四
千
三
百
八
十
七
号
、
昭
和
四
十
四
年
建
設

省
告
示
第
二
千
六
百
五
十
七
号
、
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
三
号
、
昭
和
五
十
四
年
宮
城
県
告
示

第
一
千
百
九
十
二
号
、
昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
九
号
、
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十

七
号
、
昭
和
六
十
年
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
四
号
、
昭
和
六
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
一
千
三
百
五
十
六
号
、
昭
和

六
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
一
千
三
百
六
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号
、
平
成
元
年
宮

城
県
告
示
第
三
百
六
号
、
平
成
元
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
一
号
、
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
五
号
、

平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
号
、
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号
、
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第

四
百
七
十
二
号
、
平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
十
二
号
、
平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
六
号
、
平
成
八
年

宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号
、
平
成
九
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
号
、
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
六
号
、

平
成
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号
、
平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
七
号
、
平
成
十
五
年
宮
城

県
告
示
第
七
百
五
十
三
号
、
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号
、
平
成
二
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
百

五
十
七
号
、
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号
の
事
業
地
に
仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字
一
里
塚
の
一
部

を
削
る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

白
石
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

白
石
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

白
石
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
三
日
か

ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

名
取
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

名
取
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
六
日
か

ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

角
田
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

角
田
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
四
日
か

ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　

 　

昭
和
五
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号
、
平
成
二
年
宮

城
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号
、
平
成
六
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
号
、
平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
十
三
号
、

平
成
九
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
五
十
二
号
、
平
成
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
一
千
百
九
十
八
号
、
平
成
十
二
年
宮
城

県
告
示
第
九
百
四
十
一
号
、
平
成
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
八
号
、
平
成
二
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
四

十
七
号
及
び
平
成
二
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
号
の
事
業
地
に
、
角
田
市
角
田
字
牛
舘
、
横
倉
字
新
田
、

横
倉
字
土
地
掛
、
横
倉
字
今
谷
、
角
田
字
町
田
、
梶
賀
字
東
、
佐
倉
字
西
中
前
、
佐
倉
字
中
前
、
佐
倉
字
八
枚
田
、

佐
倉
字
萱
場
及
び
佐
倉
字
萱
場
下
の
一
部
の
区
域
を
加
え
る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し
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〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

岩
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

岩
沼
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二

十
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
河
原
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

大
河
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

大
河
原
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

村
田
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

村
田
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
三
年
三
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
三
年
三
月
七
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
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の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

柴
田
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

柴
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

柴
田
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
九
日
か

ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

丸
森
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

丸
森
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

丸
森
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

亘
理
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

亘
理
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

亘
理
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
二

日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

山
元
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

山
元
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

山
元
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
二
年
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
年
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
三

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
衡
村

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

大
衡
村
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
元
年
二
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
元
年
二
月
三
日
か
ら
平
成
三
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
亘
理
土
地
改
良
区
役

員
の
住
所
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

宮　
　

崎　
　

博　
　

之　
　
　

役
職
名

変

更

後

変

更

前

氏　
　

名

住　
　
　
　
　

所

氏　
　

名

住　
　
　
　
　

所

理 

事

渡
辺　

成
寿

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
赤
坂
七

十
八
番
地
二

渡
辺　

成
寿

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
南
中
須

賀
百
六
十
四
番
地

公　
　
　

告

〇
県
営
多
賀
城
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
村
地
域
復
興
再
生
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
））
計
画
の
変
更

に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を

行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地
改
良
事
業

変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
多
賀
城
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
村
地
域
復
興
再
生
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
））
変
更
計
画

概
要
書

二　

縦
覧
期
間
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平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
六
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

多
賀
城
市
役
所　

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
六
日

　

２  

提
出
方
法　

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
長
宛
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
一－
八
五
〇
五　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四－

十
七

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｓ
ｄ
ｓ
ｇ
ｓ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
多
賀
城
市
役
所
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出

さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

気
仙
沼
市
四
反
田
五
十
七
番
一
の
一
部
、
六
十
番
、
六

十
二
番
一
、
六
十
三
番
一
、
六
十
三
番
三
の
一
部
、
六
十

三
番
七
の
一
部
、
六
十
四
番
、
六
十
五
番
、
六
十
六
番
一
、

六
十
七
番
、
六
十
八
番
の
一
部
、
六
十
九
番
一
の
一
部
、

七
十
番
三
の
一
部
、
五
十
七
番
一
地
先
の
道
の
一
部
、
六

十
六
番
一
地
先
の
水
の
一
部　

 

気
仙
沼
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

購
入
物
品
及
び
数
量　

Ａ
重
油
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
一
種
一
号
）　

二
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

　

２　

購
入
物
品
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

　

３　

納
入
期
限　

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
六
日　

午
前
九
時

　

４　

納
入
場
所　

宮
城
県
石
巻
市　

石
巻
工
業
港
内　

「
宮
城
丸
」

　

５ 　

今
後
調
達
が
予
定
さ
れ
る
数
量
の
概
数
及
び
入
札
公
告
予
定
時
期　

百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル　

平
成
二
十
八
年
五
月

　

二
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル　

平
成
二
十
八
年
八
月

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

　
　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

１ 　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２ 　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開
札
時
ま
で
に
宮
城

県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　

３ 　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

４ 　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

５ 　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６ 　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

７ 　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　

 　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店
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又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理

事
等
、
個
人
の
場
合
は
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈡ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り

を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」

と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

８　

当
該
物
品
と
ほ
ぼ
同
等
量
を
、
船
舶
に
数
回
以
上
納
入
し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１ 　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　

〒
九
八
○－

八
四
二
三　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
調
整
班
（
担
当　

鈴
木　

秀
一　

電
話
○
二
二－

二
一
一－

三
六
二
一
）

　

２　

入
札
説
明
書
の
交
付
期
限

　
　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
午
後
五
時
ま
で

　

３　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

 　

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
ま
で
に

必
要
書
類
を
提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当

該
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

４　

入
札
書
の
提
出
期
限
及
び
場
所
等

　
　

㈠　

宮
城
県
物
品
等
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　
　
　
　

入
札
の
期
間　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
午
後
五
時
ま
で

　
　

㈡　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合

　
　
　

イ　

提
出
期
限　

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
午
後
五
時
ま
で

　
　
　

ロ　

提
出
場
所　

１
に
同
じ
。

　
　
　

ハ 　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
イ
の
日
時
ま
で
に
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
（
封
筒
に
入
札
に
係
る
調
達
物
品
の
名

称
及
び
開
札
日
を
記
載
し
、
入
札
書
在
中
の
旨
を
朱
書
き
す
る
こ
と
。）
に
て
到
達
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
５
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

５　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
午
前
十
時　

高
校
教
育
課
内
（
宮
城
県
行
政
庁
舎
十
六
階
）

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

　

１　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者
及
び
三
の
３
の
審
査
に
よ
り
資
格
を
有
し
な
い
と
さ
れ
た
者

　

２　

当
該
調
達
案
件
に
係
る
入
札
説
明
書
の
交
付
を
受
け
な
い
者

五　

そ
の
他

　

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２ 　

入
札
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
の
規
定
並

び
に
入
札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
宮
城
県
規
則
第
四
十
六
号
）
に

よ
る
。

　

３　

契
約
保
証
金　

財
務
規
則
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

４ 　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

５ 　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

内
国
貨
物
船
用
品
積
込
承
認
申
告
に
よ
り
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が
免
除
と
な
る

た
め
、
契
約
金
額
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
加
え
な
い
金
額
と
す
る
の
で
、
入
札
金
額
は
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
額
を
加
え
な
い
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

６ 　

落
札
者
の
決
定
の
方
法　

本
公
告
に
示
し
た
業
務
を
履
行
で
き
る
と
知
事
が
判
断
し
た
入
札
者
で
あ
っ
て
、
予

定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
入
札
者
を
落
札
者
と
す
る
。

　

７　

最
低
価
格
の
入
札
者
以
外
の
者
を
落
札
者
と
す
る
こ
と
の
有
無　

無

　

８　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

　

９　

申
請
書
等
の
作
成
に
関
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

10　

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要
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Sum
m
ary

　
１
 　
N
ature and Q

uantity of Item
s to be Procured : Fuel O

il (JIS (K
2205-1980) Class 1, N

o.1) 200 

K
iloliters

　

２
 　

D
eadline for D

elivery : A
pril 26, 2016

　

３
 　

Place of D
elivery : M

iyagim
aru, Ishinom

aki Port, M
iyagi Prefecture

　

４
 　

D
eadline for Bid : A

pril 21, 2016, 5
:00 p.m

.

　

５
 　

Contact Person : Shuichi Suzuki, General A
ffairs Section, U

pper Secondary School Education 

D
ivision, Board of Education Secretariat, M

iyagi Prefecture, 3-8-1 H
oncho, A

oba-ku, Sendai, 

M
iyagi 980-8423 Japan. T

EL.: 022-211-3621

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校
仮
設
校
舎
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
教
育
庁
施
設
整
備
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
六
日

四　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地　

東
海
リ
ー
ス
株
式
会
社
仙
台
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
十
番
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
四
千
七
百
九
十
六
万
円　
　

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

議　
　
　

会

〇
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号

　

宮
城
県
議
会
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
議
会
議
長　
　

安　
　

部　
　
　
　
　

孝　
　
　

　
　
　

宮
城
県
議
会
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
議
会
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
異
議
申
立
て
に
」
を
「
審
査
請
求
に
」
に
、「
決
定
」
を
「
裁
決
」
に
、「
当
該
異
議
申
立
て
が

不
適
法
で
あ
る
た
め
に
こ
れ
を
却
下
す
る
と
き
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
」
に
改
め
、
同
項
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

一　

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

　

二 　

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
公
文
書
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
場

合
（
当
該
公
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
条
例
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
（
次

条
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）

　

第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
異
議
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
異
議
申

立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
、条
例
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
」を「
審

査
請
求
に
係
る
公
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
」
に
、「
異
議
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
決
定
」
を
「
裁
決
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
第
四
項
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
異
議
申
立
人
、」
を
「
審
査
請
求
人
、」
に
、「
異
議

申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
中
「
異
議
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
の
見
出
し
を
「（
意
見
書
等
の
提
出
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
異
議
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に

改
め
る
。

　

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「（
提
出
資
料
の
写
し
の
送
付
等
）」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
異
議
申
立
人
等
」
を
「
審

査
請
求
人
等
」
に
改
め
、「
資
料
の
閲
覧
」
の
下
に
「（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
記
録
さ
れ
た
事
項
を
審
査
会
が
定

め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
）」
を
加
え
、「
そ
れ
ら
の
写
し
」
を
「
当
該
意
見
書
若
し
く
は
資
料
の
写
し

（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
）」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
二
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３ 　

審
査
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
を
し
、
又
は
閲
覧
等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
送
付
又
は
閲

覧
等
に
係
る
意
見
書
又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査

会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

第
十
六
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

 　

審
査
会
は
、
第
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
又
は
資
料
の
提
出
が
あ
っ
た

と
き
は
、
当
該
意
見
書
又
は
資
料
の
写
し
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を

記
載
し
た
書
面
）
を
当
該
意
見
書
又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
以
外
の
審
査
請
求
人
等
に
送
付
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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第
十
七
条
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
中
「
異
議
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
の
規
定
中

「（教
示

）

　
１

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
60日
以
内
に
，
議
長
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６
箇
月
以
内

（こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
を
行
っ
た
場
合
は
，
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す

る
決
定
が
あ
っ
た
日
か
ら
６
箇
月
以
内

）に
，
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に

つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を　

「（教
示

）

　
１

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
議
会
議
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
決
定
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
２

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
以
内

（こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
っ
た
場
合
は
，
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ

た
日
か
ら
６
か
月
以
内

）に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て

（訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
議
会

議
長
と
な
り
ま
す
。

），こ
の
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
決
定
又
は
裁

決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
決
定
又
は
裁
決
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
号
中

「（教
示

）

　
１

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
60日
以
内
に
，
議
長
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６
箇
月
以
内

（こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
を
行
っ
た
場
合
は
，
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す

る
決
定
が
あ
っ
た
日
か
ら
６
箇
月
以
内

）に
，
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に

つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を　

「（教
示

）

　
１

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
議
会
議
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
決
定
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

　
２

 

　
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
以
内

（こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
っ
た
場
合
は
，
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ

た
日
か
ら
６
か
月
以
内

）に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て

（訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
議
会

議
長
と
な
り
ま
す
。

），こ
の
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
決
定
又
は
裁

決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
決
定
又
は
裁
決
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　
３

 

　
上
記
の

「開
示
を
実
施
す
る
年
月
日

」ま
で
に
，
行
政
不
服
審
査
法

（平
成
26年
法
律
第
68号

）又
は
行
政

事
件
訴
訟
法

（昭
和
37年
法
律
第
139号

）の
規
定
に
よ
る
開
示
処
分
の
執
行
停
止
の
申
立
て
が
な
い
場
合
は
，

貴
殿

（貴
団
体

）に
関
す
る
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
，
承
知
願
い
ま
す
。　　
　

　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
一
号
中
「異

議
申
立
て
に

」
を
「審

査
請
求
に

」
に
、「異

議
申
立
書

」
を
「審

査
請
求
書

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
二
号
中
「異

議
申
立
て
に

」
を
「審

査
請
求
に

」
に
、

「

異
議
申
立
年
月
日

　
　
　

年　　
月　　

日

　
　
　

年　　
月　　

日　
宮
議
第　　

号

異
議
申
立
て
の
対

象
と
な
っ
た
決
定

（決
定
の
内
容

）

」
を

「

審
査
請
求
年
月
日

　
　
　

年　　
月　　

日

　
　
　

年　　
月　　

日　
宮
議
第　　

号

審
査
請
求
の
対
象

と
な
っ
た
決
定
等

（決
定
等
の
内
容

）

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）
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２　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

○
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
四
号

　

公
文
書
の
写
し
等
に
対
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
議
会
議
長　
　

安　
　

部　
　
　
　
　

孝　
　
　

　
　
　

公
文
書
の
写
し
等
に
対
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

公
文
書
の
写
し
等
に
対
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
議
会
訓
令
甲

第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
16号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
７
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
財
政
的
援
助
団
体
等
の
監
査

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
28年
３
月
29日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
中
　
　
山
　
　
耕
　
　
一
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
団
体
及
び
監
査
実
施
年
月
日
並
び
に
事
業
概
要
等
　

　
　
下
記
の
と
お
り
。

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
26年
度
の
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
 　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
が
あ
っ
た
場
合
に
は
，「
監
査
の
結
果
等
」
の
欄
に
記
載
し
ま
し
た
。
ま
た
，

そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
各
団
体
に
注
意
を
し
ま
し
た
。

団
　
体
　
名

実
施
年
月
日

監
　
査
　
の
　
結
　
果
　
等

阿
武
隈
急
行
株
式
会
社
28．
１
．
14
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
第
一
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
，
阿
武
隈

急
行
線
の
運
行
管
理
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
384,000,000円

（
資
本
金
　
1,500,000,000円

）
　
  〔
補
助
金
〕

　
　
阿
武
隈
急
行
緊
急
保
全
整
備
事
業
費
等
補
助
金
 22,009,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
期
末
に
お
い
て
，
累
積
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続

き
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼

環
境
保
全
財
団

27．
12．
25
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
伊
豆
沼
・
内
沼
の
自
然
環
境
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
調
査
研

究
，
自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
事
業
等
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県

伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
100,000,000円

（
基
本
財
産
　
263,556,435円

）
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

 
28,724,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

　
 き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
文
化
振
興
財
団
28．
１
．
20
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
文
化
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
，
文
化
芸
術
活
動
の

振
興
及
び
支
援
等
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
民
会
館
の
指
定
管
理
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,155,000,000円

（
基
本
財
産
　
1,158,000,000円

）
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
民
会
館
（
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
）

 
130,209,000円

　
　
（
宮
城
県
民
会
館
管
理
運
営
共
同
企
業
体
の
一
員
）

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ
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き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

慶
長
遣
欧
使
節
船
協
会
27．
10．
29
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
地
域
の
振
興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
，
大
航
海
時

代
の
歴
史
的
事
績
及
び
船
舶
・
海
洋
に
関
す
る
学
習
・
体
験
の
場

の
提
供
事
業
等
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
）
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
500,000,000円

（
基
本
財
産
　
1,080,879,600円

）
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

146,240,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
28．
１
．
13
１
　
団
体
の
事
業
概
要

 　
 　
 「
宮
城
県
小
児
総
合
診
療
科
医
療
整
備
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
，
妊
娠
，
出
産
か
ら
乳
幼
児
期
，
思
春
期
，
成
人
に
至
る
全

て
の
成
長
過
程
に
お
い
て
，
高
度
で
専
門
的
な
医
療
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,234,086,843円

（
資
本
金
　
1,234,086,843円

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
補
助
金
 19,257,000円

　
　
地
域
療
育
支
援
施
設
運
営
事
業
補
助
金
 

6,840,000円
　
　
新
人
看
護
職
員
研
修
事
業
補
助
金
 

745,000円
　
〔
負
担
金
〕

　
　
運
営
費
負
担
金
 

1,932,923,000円
　
　
職
員
研
修
派
遣
負
担
金
 

30,880,055円
　
〔
貸
付
金
〕

　
　
運
営
費
貸
付
金
（
短
期
） 

250,000,000円
　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
26年
度
末
残
高

　
　
　
病
院
整
備
貸
付
金
 

8,102,918,375円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
社
団
法
人

み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社
27．
11．
５
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
，
農
地
保
有
合
理
化
，
農
畜
産

業
の
基
盤
整
備
及
び
生
産
支
援
，
優
良
種
子
・
種
苗
の
生
産
・
供

給
，
担
い
手
育
成
・
確
保
等
の
事
業
を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
岩
出

山
牧
場
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,722,600,000円

（
基
本
財
産
　
2,823,200,000円

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
農
地
集
積
・
集
約
化
対
策
事
業
費
補
助
金
 

105,044,000円
　
　
新
規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
金
 

18,038,000円
　
　
草
地
畜
産
基
盤
総
合
整
備
事
業
費
補
助
金
 

7,030,000円
　
〔
交
付
金
〕

　
　
元
気
の
で
る
み
や
ぎ
の
担
い
手
育
成
・
確
保
推
進
交
付
金

 
12,061,000円

　
　
東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
交
付
金
 

3,000,000円
　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
26年
度
末
残
高

　
　
　
農
業
生
産
法
人
出
資
育
成
事
業
 

600,000円
　
　
　
宮
城
県
農
業
公
社
退
職
手
当
資
金
貸
付
金
 
146,238,813円

　
　
　
就
農
支
援
資
金
貸
付
金
 

142,656,939円
　
　
　
新
規
参
入
者
定
着
支
援
資
金
貸
付
金
 

1,000,000円
　
〔
損
失
補
償
〕

　
　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
26年
度
末
借
入
金
残
高

　
　
　
農
用
地
賃
貸
借
事
業
資
金
 

3,068,000円
　
　
　
農
用
地
売
買
事
業
資
金
 

66,311,000円
　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
岩
出
山
牧
場
 

76,197,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
⑴
 　
正
味
財
産
が
出
資
金
を
下
回
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
の

で
，
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑵
 　
牧
場
経
営
（
白
石
牧
場
，
牡
鹿
牧
場
）
の
改
善
が
図
ら
れ
て

い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
の
で
，
抜
本
的
な
見
直
し
や
改
善
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　
⑶
 　
農
地
保
有
合
理
化
事
業
及
び
Ｗ
Ｃ
Ｓ
収
穫
調
整
・
供
給
事
業

に
お
い
て
，
長
期
未
収
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
適

切
な
債
権
管
理
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑷
 　
工
事
請
負
代
金
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の

で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑸
 　
受
注
工
事
の
下
請
負
（
外
注
注
文
）
に
お
い
て
，
発
注
者
の

承
諾
を
得
な
い
で
工
事
を
請
け
負
わ
せ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑹
 　
立
替
金
に
お
い
て
，
不
明
瞭
な
事
務
処
理
が
認
め
ら
れ
た
の
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で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

公
益
社
団
法
人

宮
城
県
青
果
物
価
格
安

定
相
互
補
償
協
会

28．
１
．
12
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
主
要
青
果
物
生
産
の
安
定
供
給
と
生
産
農
家
の
経
営
安
定
を
図

る
た
め
，
生
産
者
及
び
農
業
関
係
団
体
等
が
負
担
し
た
補
償
準
備

金
を
基
に
出
荷
販
売
価
格
の
低
落
に
際
し
，
こ
れ
を
補
填
す
る
相

互
補
償
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
172,000,000円

（
長
期
預
り
金
　
414,080,000円

）
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

　
 き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

み
や
ぎ
林
業
活
性
化
基

金

28．
２
．
５
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め
の
適
正
管
理

に
関
す
る
啓
発
指
導
及
び
林
業
労
働
者
の
育
成
・
確
保
に
努
め
，

普
及
啓
発
事
業
，
就
労
条
件
改
善
対
策
事
業
及
び
林
業
労
働
力
確

保
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
250,000,000円

（
基
本
財
産
　
500,300,000円

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
費
補
助
金
 36,385,064円

　
　
森
林
整
備
担
い
手
対
策
基
金
事
業
補
助
金
 

4,038,000円
　
　
温
暖
化
防
止
森
林
づ
く
り
担
い
手
確
保
事
業
補
助
金

 
462,000円

　
　
林
業
担
い
手
育
成
確
保
対
策
事
業
補
助
金
 

350,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
⑴
 　
会
計
帳
簿
等
に
お
い
て
，
極
め
て
不
適
切
・
不
明
瞭
な
整
備

状
況
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑵
 　
貸
借
対
照
表
の
普
通
預
金
計
上
額
に
つ
い
て
，
預
金
残
高
金

額
と
相
違
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
社
団
法
人

宮
城
県
林
業
公
社

28．
１
．
22
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
県
土
の
保
全
，
森
林
資
源
の
造
成
，
水
資
源
の
か
ん
養
及
び
自

然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
，
造
林
及
び
育
林
等
の
緑
化
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
100,000,000円

（
基
本
財
産
　
 　
10,152,095円

）

　
　
　
   　
　
　
　
（
長
期
預
り
金
　
299,134,422円

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
森
林
育
成
事
業
補
助
金
 

182,970,385円
　
　
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
費
補
助
金
 40,970,722円

　
　
温
暖
化
防
止
森
林
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
 
66,878,902円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
26年
度
末
残
高

　
　
　
分
収
林
事
業
運
営
資
金
 

861,567,305円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

一
般
財
団
法
人

み
や
ぎ
建
設
総
合
セ
ン

タ
ー

28．
１
．
12
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
建
設
産
業
の
構
造
改
善
を
促
進
す
る
た
め
，
建
設
産
業
振
興
事

業
，
人
材
育
成
・
職
業
能
力
の
向
上
事
業
，
技
術
開
発
事
業
等
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
150,000,000円

（
基
本
財
産
　
 　
5,000,000円

）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
用
財
産
　
320,000,000円

）
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
道
路
公
社

27．
11．
５
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
地
方
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

　
 た
め
，
道
路
の
新
設
，
改
築
，
維
持
，
修
繕
の
事
業
等
を
行
っ
て

い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
9,765,000,000円

（
基
本
金
　
9,765,000,000円

）
　
〔
負
担
金
〕

　
　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
 
5,067,856円

　
〔
債
務
保
証
〕

　
　
債
務
保
証
契
約
に
係
る
平
成
26年
度
末
借
入
金
残
高

　
　
　
仙
台
松
島
道
路
事
業
 

17,111,000,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
開
発
株
式
会
社
27．
10．
29
１
　
団
体
の
事
業
概
要
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石
巻
港
に
お
け
る
倉
庫
業
と
し
て
の
輸
出
入
木
材
保
管
業
務
，

船
舶
給
水
事
業
及
び
砕
石
供
給
販
売
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
30,000,000円

（
資
本
金
　
90,000,000円

）
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
28．
１
．
22
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
住
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
，
居
住
環
境
の
良
好
な
集
合

　
 住
宅
の
供
給
，
宅
地
の
分
譲
事
業
及
び
公
営
住
宅
の
管
理
事
業
等

を
行
う
ほ
か
，
改
良
県
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
指
定

管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
20,500,000円

（
資
本
金
　
21,850,000円

）
　
〔
負
担
金
〕

　
　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
 
8,846,541円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
26年
度
末
残
高
　

　
　
　
賃
貸
住
宅
建
設
資
金
 

528,065,000円
　
　
　
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
経
営
健
全
化
資
金
 
477,000,000円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
改
良
県
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
 

27,889,587円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
体
育
協
会

27．
11．
25
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
県
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
，
競
技
力
向
上
事
業
，
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
75,000,000円

（
基
本
財
産
　
137,060,000円

）
　
〔
補
助
金
〕

　
　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
強
化
対
策
費
補
助
金
 

128,622,000円
　
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
費
補
助
金
 

1,608,000円
　
　
東
北
総
合
体
育
大
会
費
補
助
金
 

23,156,002円
　
　
国
民
体
育
大
会
費
補
助
金
 

67,822,062円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
社
団
法
人

宮
城
県
バ
ス
協
会

27．
12．
３
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
公
益
性
維
持
と
健
全
な
発
展
を
図
る

た
め
，
輸
送
の
安
全
・
環
境
に
係
る
普
及
事
業
や
バ
ス
輸
送
改
善

推
進
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
宮
城
県
バ
ス
事
業
振
興
補
助
金
 

42,100,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

石
巻
赤
十
字
病
院

27．
12．
１
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
医
療
法
に
定
め
ら
れ
た
公
的
医
療
機
関
で
あ
り
宮
城
県
北
東
部

の
中
核
病
院
と
し
て
，
救
急
医
療
，
重
症
治
療
，
災
害
医
療
等
の

高
度
で
専
門
的
な
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
運
営
費
補
助
金
 

40,576,000円
　
　
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
補
助
金
 15,603,000円

　
　
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
機
能
強
化
事
業
費
補
助
金

 
9,021,000円

　
　
感
染
症
指
定
医
療
機
関
運
営
事
業
費
補
助
金
 

3,424,000円
　
　
宮
城
県
受
入
困
難
事
案
患
者
受
入
医
療
機
関
支
援
事
業
補
助
金

 
1,901,000円

　
　
救
急
患
者
退
院
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
事
業
補
助
金
 
1,416,000円

　
　
産
科
医
等
確
保
支
援
事
業
補
助
金
 

1,266,000円
　
　
医
療
勤
務
環
境
改
善
事
業
補
助
金
 

1,134,000円
　
　
新
人
看
護
職
員
研
修
事
業
補
助
金
 

1,067,000円
　
　
看
護
師
確
保
緊
急
対
策
事
業
補
助
金
 

988,000円
　
　
院
内
口
腔
管
理
体
制
整
備
事
業
補
助
金
 

800,000円
　
　
助
産
師
出
向
助
成
事
業
補
助
金
 

717,000円
　
　
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
運
営
費
補
助
金
 

610,000円
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
補
助
金
 

250,000円
　
　
防
災
訓
練
等
参
加
支
援
事
業
補
助
金
 

195,000円
　
　
看
護
師
等
養
成
所
運
営
費
補
助
金
 

18,398,000円
　
　
石
巻
地
域
医
療
再
生
事
業
補
助
金
 

1,092,060,000円
　
〔
利
子
補
給
〕
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地
域
の
中
核
的
な
病
院
整
備
推
進
事
業
 

70,000,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
母
子
福
祉
連
合

会

27．
12．
10
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
母
子
福
祉
団
体
の
育
成
指
導
，
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
自
立
を

促
進
す
る
た
め
の
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
，
宮
城
県
母
子
・
父
子

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

16,600,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

公
益
財
団
法
人

宮
城
県
視
覚
障
害
者
福

祉
協
会

27．
11．
25
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
視
覚
障
害
者
の
福
祉
向
上
の
理
念
に
基
づ
き
，
自
立
と
社
会
参

加
す
る
た
め
の
支
援
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
，
宮
城
県
視
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
 

54,427,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

　
 き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

み
や
ぎ
流
域
下
水
道
施

設
管
理
運
営
共
同
事
業

体

27．
12．
18
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
一
般
財
団
法
人
宮
城
県
下
水
道
公
社
及
び
株
式
会
社
ウ
ォ
ー

タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
か
ら
な
る
共
同
事
業
体
で
，
仙
塩
流
域
下

水
道
，
鳴
瀬
川
流
域
下
水
道
及
び
吉
田
川
流
域
下
水
道
の
指
定
管

理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
仙
塩
流
域
下
水
道
 

1,667,712,000円
　
　
鳴
瀬
川
流
域
下
水
道
及
び
吉
田
川
流
域
下
水
道
 588,179,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

陽
光
セ
ン
ト
ラ
ル
共
同
27．
12．
16
１
　
団
体
の
事
業
概
要

企
業
体

　
 　
陽
光
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
及
び
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
株

式
会
社
か
ら
な
る
共
同
企
業
体
で
，
宮
城
県
仙
南
総
合
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
仙
南
総
合
プ
ー
ル
 

34,404,000円
３
　
監
査
の
結
果

　
 　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
，
公
表
す
べ

き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

社
会
福
祉
法
人

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議

会（
確
認
監
査
）

28．
２
．
３
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
社
会
福
祉
事
業
の
企
画
・
調
査
・
普
及
等
，
社
会
福
祉
法
に
基

づ
く
第
一
種
及
び
第
二
種
事
業
，
社
会
福
祉
事
業
従
事
職
員
の
養

成
・
研
修
，
そ
の
他
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
各
種
事
業

を
行
う
ほ
か
，
宮
城
県
船
形
コ
ロ
ニ
ー
等
の
指
定
管
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
前
回
監
査
指
摘
事
項
の
内
容

　
 　
生
活
福
祉
資
金
償
還
に
お
け
る
多
額
の
収
入
未
済
の
う
ち
特
に

長
期
滞
納
者
の
債
権
管
理
に
お
い
て
，
個
別
把
握
に
基
づ
く
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
，
債
権
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

３
　
確
認
監
査
の
結
果

　
 　
長
期
滞
納
者
に
対
す
る
法
的
措
置
な
ど
今
後
も
検
討
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る
が
，
適
切
な
債
権
管
理
に
向
け
た

　
 体
制
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

公
益
財
団
法
人

翠
生
農
学
振
興
会

（
確
認
監
査
）

28．
２
．
３
１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
 　
農
水
産
業
及
び
食
産
業
の
育
成
発
展
を
図
る
た
め
，
農
学
に
関

す
る
講
演
会
・
研
修
会
の
開
催
及
び
農
水
産
学
研
究
者
の
外
国
派

遣
等
に
対
す
る
助
成
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
前
回
監
査
指
摘
事
項
の
内
容

　
 　
県
の
出
資
目
的
で
あ
り
，
ま
た
，
法
人
の
定
款
目
的
で
も
あ
る

「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
施
策
の
実
現
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は

認
め
ら
れ
な
い
の
で
，
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

３
　
確
認
監
査
の
結
果

　
 　
未
実
施
事
業
や
大
学
研
究
者
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
今
後
も
検

討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る
が
，
出
資
団
体
と
し

て
求
め
ら
れ
る
体
制
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
17号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
包
括
外
部
監
査
人
が
行
っ
た
平

成
25年

度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置

を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
28年
３
月
29日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
中
　
　
山
　
　
耕
　
　
一
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
 　
平
成
25年

度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
県
水
道
事
業
に
係
る
財
務
事
務
の
執
行
及
び
管
理
の
状
況
に
つ
い

て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
26年
３
月
28日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
22日
付
け
で
公
表

し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日
（
第
２
回
目
）

　
　
　
平
成
28年
３
月
11日

第
３
　
措
置
の
内
容

Ⅰ
　
個
別
検
出
事
項

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
25年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）
　
　
　
　

措
置
の
内
容

１
５
　
契
約
事
務

　
⑶
 　
委
託
評
価
の

未
実
施

【
意
見
】

　
継
続
的
か
つ
多
額
の
委
託
料
を
伴
う

業
務
委
託
に
つ
い
て
，
委
託
評
価
を
実

施
し
な
い
合
理
的
理
由
が
あ
る
と
い
え

る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
Ｐ
52）

　
平
成
28年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
契

約
と
な
る
「
仙
塩
・
仙
台
圏
工
水
の
施

設
管
理
運
営
包
括
委
託
」
に
つ
い
て
，

委
託
評
価
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
，
そ
の
他
の
契
約
に
つ
い
て
も
，

今
後
，
新
た
に
契
約
す
る
際
は
導
入
す

る
こ
と
と
し
た
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
18号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
包
括
外
部
監
査
人
が
行
っ
た
平

成
26年

度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置

を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
28年
３
月
29日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
中
　
　
山
　
　
耕
　
　
一
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
 　
平
成
26年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
県
下
水
道
事
業
に
係
る
財
務
事
務
の
執
行
及
び
管
理
の
状
況
に
つ
い

て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
27年
３
月
25日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
21日
付
け
で
公
表

し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
28年
３
月
11日

第
３
　
措
置
の
内
容

Ⅰ
　
個
別
検
出
事
項

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
26年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）
　
　
　
　

措
置
の
内
容

１
１
　
投
資
計
画

　
⑴
 　
基
本
構
想
に
　
施
設
整
備
の
効
率
性
の
視
点
で
の
目

標
設
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
基
本
構
　
「
持
続
的
な
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
都
道
府
県
構
想
策
定
マ

　
　
 係
る
目
標
設
定

の
不
備

【
指
摘
】

想
が
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
内
容
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
Ｐ
20）

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た
生
活
排
水
処

理
基
本
構
想
の
見
直
し
を
今
年
度
行

い
，
効
率
的
な
運
営
管
理
の
た
め
の
整

備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

２
１
　
投
資
計
画

　
⑷
 　
社
会
資
本
総

合
整
備
計
画
に

係
る
目
標
設
定

の
不
備

【
指
摘
】

　
県
で
は
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
を

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
る

が
，
事
前
評
価
の
結
果
の
公
表
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
，
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
の

目
標
や
成
果
目
標
（
定
量
的
指
標
）
に

不
整
合
が
認
め
ら
れ
，
実
効
的
な
事
業

評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
疑

問
で
あ
る
。

（
Ｐ
27）

　
事
前
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
，
今

後
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
，
平

成
27年
３
月
に
社
会
資
本
総
合
整
備
計

画
を
変
更
し
，
定
量
的
指
標
を
従
前
の

長
寿
命
化
策
定
率
か
ら
長
寿
命
化
計
画

達
成
率
（
長
寿
命
化
工
事
完
成
予
定
施

設
数
の
割
合
）
と
し
て
い
る
。

３
１
　
投
資
計
画

　
⑹
 　
費
用
対
効
果

の
過
大
算
定

　
費
用
対
効
果
の
算
定
は
投
資
計
画
の

採
択
可
否
に
影
響
す
る
事
項
な
の
で
あ

る
か
ら
，
県
が
事
業
主
体
で
は
な
い
と

　
国
の
事
業
効
果
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
，
事
業
計
画
の
審
査
を
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
が
，
今
後
，
更
に
適
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【
意
見
】

は
い
え
，
市
町
村
へ
の
適
切
な
関
与
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ

る
。
（
Ｐ
33）

切
な
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

４
１
　
投
資
計
画

　
⑺
 　
計
画
処
理
人
　
計
画
処
理
人
口
の
推
計
は
投
資
計
画

の
採
択
可
否
に
影
響
す
る
事
項
な
の
で
　
農
業
集
落
排
水
施
設
等
の
整
備
又
は

改
築
に
あ
た
っ
て
は
，
地
域
の
人
口
動

　
　
 口
の
過
大
推
計

【
指
摘
】

あ
る
か
ら
，
県
が
事
業
主
体
で
は
な
い

と
は
い
え
，
市
町
村
へ
の
適
切
な
関
与

が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
か
疑
問
で

あ
る
。

（
Ｐ
39）

態
を
踏
ま
え
た
将
来
人
口
の
検
討
を
行

い
，
適
切
な
計
画
処
理
人
口
を
設
定
す

る
よ
う
，
事
業
主
体
で
あ
る
市
町
村
に

対
し
文
書
に
よ
る
指
導
を
行
っ
た
。

５
３
　
会
計
・
財
産

　
⑷
 　
消
費
税
の
申

告
計
算
誤
り

【
指
摘
】

　
消
費
税
申
告
計
算
上
，
維
持
管
理
費

負
担
金
返
還
金
を
「
返
還
等
対
価
に
係

る
税
額
」
と
し
て
控
除
税
額
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
，
当
該
支
出

に
係
る
控
除
税
額
が
過
小
算
定
さ
れ
て

お
り
，
結
果
と
し
て
消
費
税
額
が
過
大

　
今
後
，
返
還
金
が
発
生
し
た
場
合
に

は
，
県
か
ら
は
課
税
支
出
と
し
て
扱
う

こ
と
と
し
，
返
還
を
受
け
る
市
町
村
で

は
課
税
収
入
と
し
て
処
理
す
る
よ
う
改

め
て
市
町
村
へ
説
明
を
行
い
，
県
の
納

付
す
る
消
費
税
か
ら
控
除
し
納
付
す
る

申
告
と
な
っ
て
い
る
。

（
Ｐ
65）

こ
と
と
す
る
。

６
４
　
地
方
公
会
計

　
⑴
 　
財
務
諸
表
の

記
載
不
備

【
指
摘
】

　
平
成
24年
度
の
財
務
書
類
４
表
の
う

ち
，
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
係

る
財
務
数
値
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
，
以

下
の
記
載
不
備
が
検
出
さ
れ
た
。

　
①
被
災
施
設
の
除
却
処
理
も
れ

　
②
土
地
の
処
理
誤
り

（
Ｐ
72）

①
被
災
施
設
の
除
却
処
理
も
れ

　
平
成
25年
度
の
連
結
財
務
諸
表
に
お

い
て
，
対
象
施
設
に
係
る
残
存
価
格
を

算
出
し
，適
切
に
除
却
処
理
を
行
っ
た
。

②
土
地
の
処
理
誤
り

　
平
成
25年
度
の
連
結
財
務
諸
表
に
お

い
て
，
用
地
取
得
費
を
償
却
対
象
資
産

の
取
得
価
格
か
ら
控
除
す
る
よ
う
，
過

年
度
か
ら
の
数
値
を
修
正
し
た
。

７
６
 　
市
町
村
に
対
す

る
関
与

　
⑶
 　
不
十
分
な
補

助
金
等
の
検
査

【
意
見
】

　
補
助
事
業
者
に
お
け
る
契
約
の
う

ち
，
土
地
連
へ
の
随
意
契
約
と
す
る
理

由
に
疑
問
の
あ
る
事
案
が
検
出
さ
れ
た
。

（
Ｐ
97）

　
事
業
主
体
に
対
し
て
契
約
方
法
の
適

正
化
に
関
す
る
助
言
を
適
時
に
行
う
こ

と
と
し
た
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
19号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
28年
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
28年
３
月
29日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
中
　
　
山
　
　
耕
　
　
一
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

○
総
務
部

　
地
方
機
関

　
　
公
文
書
館
 

２
月
24日
　
　
　
　

　
　
大
河
原
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
大
河
原
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
26日
　
　
　
　

　
　
仙
台
南
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
南
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
27日
　
　
　
　

　
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
中
央
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
６
日
　
　
　
　

　
　
塩
釜
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
塩
釜
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
６
日
　
　
　
　

　
　
北
部
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
北
部
地
方
支
局
を
含
む
。） 

１
月
19日
　
　
　
　

　
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

１
月
19日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
気
仙
沼
地
方
支
局
を
含
む
。） 

２
月
10日
　
　
　
　

○
環
境
生
活
部

　
地
方
機
関

　
　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
 

３
月
２
日
　
　
　
　

○
保
健
福
祉
部

　
地
方
機
関

　
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
 

１
月
26日
　
　
　
　

　
　
北
部
保
健
福
祉
事
務
所
 

１
月
19日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所
 

２
月
３
日
　
　
　
　

　
　
高
等
看
護
学
校
 

２
月
22日
　
　
　
　

　
　
さ
わ
ら
び
学
園
 

１
月
27日
　
　
　
　

　
　
拓
桃
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
 

１
月
27日
　
　
　
　

○
経
済
商
工
観
光
部

　
地
方
機
関
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大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
 

１
月
19日
　
　
　
　

　
　
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
 

１
月
28日
　
　
　
　

　
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
 

２
月
８
日
　
　
　
　

　
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

１
月
12日
　
　
　
　

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
 

１
月
26日
　
　
　
　

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

１
月
７
日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
 

２
月
９
日
　
　
　
　

　
　
松
島
公
園
管
理
事
務
所
 

３
月
２
日
　
　
　
　

○
農
林
水
産
部

　
地
方
機
関
　
　

　
　
病
害
虫
防
除
所
 

１
月
20日
　
　
　
　

　
　
仙
台
家
畜
保
健
衛
生
所
 

１
月
７
日
　
　
　
　

　
　
王
城
寺
原
補
償
工
事
事
務
所
 

１
月
26日
　
　
　
　

○
土
木
部

　
地
方
機
関

　
　
大
河
原
土
木
事
務
所
 

１
月
19日
　
　
　
　

　
　
仙
台
土
木
事
務
所
 

１
月
29日
　
　
　
　

　
　
北
部
土
木
事
務
所
 

２
月
８
日
　
　
　
　

　
　
北
部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

１
月
12日
　
　
　
　

　
　
東
部
土
木
事
務
所
 

１
月
26日
　
　
　
　

　
　
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

１
月
７
日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
土
木
事
務
所
 

２
月
２
日
　
　
　
　

○
教
育
庁

　
地
方
機
関

　
　
仙
台
教
育
事
務
所
 

３
月
７
日

　
　
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

２
月
19日

　
　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 

２
月
19日

　
　
図
書
館
 

２
月
４
日

　
　
美
術
館
 

３
月
３
日

　
　
松
島
自
然
の
家
 

２
月
29日

　
　
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
 

２
月
25日

　
　
東
北
歴
史
博
物
館
 

２
月
25日

　
　
白
石
高
等
学
校
 

２
月
22日

　
　
角
田
高
等
学
校
 

３
月
３
日

　
　
石
巻
高
等
学
校
 

１
月
28日

　
　
仙
台
二
華
高
等
学
校
 

２
月
25日

　
　
仙
台
二
華
中
学
校
 

２
月
25日

　
　
松
島
高
等
学
校
 

２
月
19日

　
　
岩
出
山
高
等
学
校
 

１
月
15日

　
　
泉
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
中
新
田
高
等
学
校
 

１
月
15日

　
　
仙
台
向
山
高
等
学
校
 

２
月
16日

　
　
仙
台
南
高
等
学
校
 

２
月
22日

　
　
仙
台
西
高
等
学
校
 

２
月
12日

　
　
泉
館
山
高
等
学
校
 

２
月
29日

　
　
利
府
高
等
学
校
 

２
月
22日

　
　
石
巻
西
高
等
学
校
 

１
月
６
日

　
　
仙
台
東
高
等
学
校
 

２
月
16日

　
　
迫
桜
高
等
学
校
 

１
月
13日

　
　
農
業
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
亘
理
高
等
学
校
 

２
月
５
日

　
　
石
巻
北
高
等
学
校
 

２
月
22日

　
　
上
沼
高
等
学
校
 

２
月
16日

　
　
米
山
高
等
学
校
 

１
月
29日

　
　
水
産
高
等
学
校
 

２
月
19日

　
　
工
業
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
古
川
工
業
高
等
学
校
 

３
月
４
日

　
　
米
谷
工
業
高
等
学
校
 

２
月
16日

　
　
石
巻
商
業
高
等
学
校
 

２
月
18日

　
　
一
迫
商
業
高
等
学
校
 

２
月
５
日

　
　
視
覚
支
援
学
校
 

２
月
18日

　
　
聴
覚
支
援
学
校
 

２
月
26日
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拓
桃
支
援
学
校
 

１
月
27日

　
　
古
川
支
援
学
校
 

３
月
１
日

　
　
利
府
支
援
学
校
 

３
月
１
日

○
警
察
本
部

　
警
察
署

　
　
仙
台
中
央
警
察
署
 

１
月
28日

　
　
仙
台
南
警
察
署
 

１
月
20日

　
　
仙
台
北
警
察
署
 

２
月
４
日

　
　
仙
台
東
警
察
署
 

１
月
29日

　
　
泉
警
察
署
 

１
月
７
日

　
　
塩
釜
警
察
署
 

２
月
19日

　
　
佐
沼
警
察
署
 

１
月
13日

　
　
古
川
警
察
署
 

２
月
17日

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
26年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
 　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
注
意
を
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
，
宮
城
県
警
察
本
部
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
⑴
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 　
92,268,761円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
315,182,207円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
407,450,968円

　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 　
95,045,555円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
377,619,962円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
472,665,517円

　
⑵
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
114,470,016円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
271,009,386円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
385,479,402円

　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
132,035,095円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
309,221,027円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
441,256,122円

　
⑶
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  　
915,028,595円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
1,471,741,520円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
2,386,770,115円

　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  　
914,497,441円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
1,912,656,039円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
2,827,153,480円

　
⑷
　
塩
釜
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
123,076,889円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
193,113,962円
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合
　
　
計
　
　
316,190,851円

　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
114,876,766円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
295,621,539円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
410,498,305円

　
⑸
　
北
部
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
113,961,925円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
395,105,009円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
509,066,934円

　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
111,361,352円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
432,602,756円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
543,964,108円

　
⑹
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 　
22,605,363円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 　
65,706,244円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
 　
88,311,607円

　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 　
23,666,033円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 　
93,787,047円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
117,453,080円

　
⑺
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 　
39,124,790円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
126,125,838円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
165,250,628円

　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 　
37,571,417円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
156,976,069円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
194,547,486円

　
⑻
　
大
河
原
土
木
事
務
所

　
　
 　
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
の
支
出
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
に
つ
い
て
，
誤
っ
た
会
計
年
度
予
算
か
ら
支
出
し
た
も
の
。

　
　
イ
　
平
成
25年
度
予
算
か
ら
支
出
す
べ
き
と
こ
ろ
，
平
成
26年
度
予
算
か
ら
支
出
し
た
も
の
。

　
　
　
イ
　
委
託
料

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
459,900円

　
　
　
ロ
　
工
事
請
負
費
　
　

　
　
　
　
・
件
数
　
２
件
　

　
　
　
　
・
金
額
　
1,607,550円

　
　
ロ
　
平
成
26年
度
予
算
か
ら
支
出
す
べ
き
と
こ
ろ
，
平
成
27年
度
予
算
か
ら
支
出
し
た
も
の
。

　
　
　
イ
　
委
託
料

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
440円

　
　
　
ロ
　
工
事
請
負
費

　
　
　
　
・
件
数
　
２
件

　
　
　
　
・
金
額
　
12,411,150円

　
⑼
　
利
府
高
等
学
校

　
　
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
に
よ
る
遅
収
加
算
額
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
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内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
持
出
し
及
び
移
植
並
び
に
放
流
等
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

小 

野 

寺　
　

秀　
　

也　
　
　

一　

指
示
の
内
容

　

１　

持
出
し
の
禁
止

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
水
域
に
お
い
て
は
、
コ
イ
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
的
機
関
等
が
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の
処
置
に
供
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

２　

移
植
の
制
限

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
水
域
か
ら
コ
イ
を
移
植
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

３　

放
流
等
の
制
限

　
　

㈠ 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
コ
イ
を
増
殖
等
の
目
的
で
放
流
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
放
流
し
よ
う
と
す
る
コ
イ
に
つ
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
係
る
次
に
掲
げ

る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

⑴　

汚
染
水
域
由
来
で
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑵　

汚
染
水
域
由
来
の
コ
イ
と
水
を
介
し
て
の
接
点
が
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑶　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
コ
イ
群
で
あ
る
こ
と
。

　
　

㈡ 　

㈠
の
確
認
が
と
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
生
死
を
問
わ
ず
、
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面

に
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

４　

適
用
除
外

　
　

 　

１
か
ら
３
ま
で
の
指
示
は
、
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い

も
の
と
す
る
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
県
内
の
水
面

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
二
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

水
産
動
植
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

小 

野 

寺　
　

秀　
　

也　
　
　

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
 　
公
共
料
金
振
替
口
座
に
電
気
料
を
入
金
す
べ
き
と
こ
ろ
，
誤
っ
た
口
座
に
入
金
手
続
き
し
た
た
め
，
口
座
引
落

不
能
と
な
っ
た
結
果
，
早
期
収
納
割
引
が
適
用
さ
れ
ず
，
３
％
の
遅
収
加
算
額
が
発
生
し
た
も
の
。

　
　
・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
・
電
気
料
金
額
　
621,794円

　
　
・
遅
収
加
算
額
　
 18,106円

　

　
⑽
　
工
業
高
等
学
校

　
　
イ
　
報
酬
に
お
い
て
，
支
給
額
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
非
常
勤
講
師
の
報
酬
に
つ
い
て
，
支
給
額
の
算
定
に
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
・
正
支
給
額
　
102,741円

　
　
　
・
誤
支
給
額
　
 34,247円

　
　
　
・
追
給
額
　
　
 68,494円

　
　
ロ
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
複
写
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
つ
い
て
，
契
約
内
容
と
異
な
る
金
額
の
請
求
書
に
よ
り
支
出
し
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
　
23件

　
　
　
・
正
支
出
額
　
378,736円

　
　
　
・
誤
支
出
額
　
417,918円

　
　
　
・
返
納
額
　
　
 39,182円
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一　

指
示
の
内
容

　
 　

オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
そ
の
他
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
属
の
魚
類
及
び
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
採
捕
し
た
者
は
、
こ
れ

ら
を
採
捕
し
た
水
域
に
放
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
認
め
た
者
が
試
験
研
究
に
供

す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

宮
城
県
全
域
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